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平成２５年第４回幸田町議会定例会会議録（第１号） 

────────────────────────────────────────────────── 

 議事日程 

  平成２５年１２月２日（月曜日）午前９時０８分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸報告 

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第５ 第54号議案 幸田町税条例の一部改正について 

     第55号議案 幸田町火災予防条例の一部改正について 

     第56号議案 幸田町国民健康保険税条例の一部改正について 

     第57号議案 幸田町営住宅条例の一部改正について 

     第58号議案 土地の処分について（特別養護老人ホームつつじヶ丘用地） 

     第59号議案 指定管理者の指定について（幸田町地域振興施設） 

     第60号議案 平成２５年度幸田町一般会計補正予算（第４号） 

     第61号議案 平成２５年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した案件 

  議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

    出席議員（１６名） 

  １番 中 根 秋 男 君  ２番 杉 浦 あきら君  ３番 志 賀 恒 男 君 

  ４番 鈴 木 雅 史 君  ５番 中 根 久 治 君  ６番 都 築 一 三 君 

  ７番 池 田 久 男 君  ８番 酒 向 弘 康 君  ９番 水 野千代子 君 

  10番 夏 目 一 成 君  11番 笹 野 康 男 君  12番 内 田  等 君 

  13番 丸山千代子 君  14番 伊 藤 宗 次 君  15番 浅 井 武 光 君 

  16番 大 嶽  弘 君 

    欠席議員（０名） 

────────────────────────────── 

  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 大須賀一誠 君 副 町 長 成 瀬  敦 君

企 画 部 長 兼
人事秘書課長

大 竹 広 行 君 総 務 部 長 小 野 浩 史 君

住民こども部長 桐 戸 博 康 君 健康福祉部長 鈴 木  司 君

環境経済部長 山 本 幸 一 君 建 設 部 長 近 藤  学 君

住民こども部次長兼
こ ど も 課 長

児 玉 幸 彦 君
会計管理者兼
出 納 室 長

小 山 信 之 君

教 育 長 小 野 伸 之 君 教 育 部 長 春日井輝彦 君

消 防 長 山 本 正 義 君
消 防 次 長 兼
予防防災課長

齋 藤 正 敏 君

────────────────────────────── 
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  職務のため議場に出席した議会事務局職氏名 

   事 務 局 長 山 本 忠 志 君    

────────────────────────────── 

○議長（大嶽 弘君） 皆さん、おはようございます。 

   平成２５年第４回幸田町議会定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げま

す。 

   議員各位には、公私極めて御多用のところ御出席を賜り、厚くお礼申し上げます。 

   １２月に入り、冬の気配も色濃くなり、寒さも一段と増してまいりました。皆様には

御自愛をいただきまして万全な体調を持って議会に臨んでいただきますようお願い申し

上げまして、開会の挨拶といたします。 

   本定例会に提出された議案は、お手元に配付の議案目録のとおり、諮問１件、単行議

案６件、平成２５年度補正予算２件、合わせて９件が提出されております。慎重なる御

審議と議会運営に御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

   ここで、９月定例会で教育委員として選任されました小野教育委員が初めて教育長と

して定例会に臨まれますので、ここで就任の挨拶の申し出がありましたので、発言を許

します。 

   教育長。 

〔教育長 小野伸之君 登壇〕 

○教育長（小野伸之君） 議長のお許しを得ましたので、一言申し上げさせていただきます。 

   今、お話がありましたように、９月に選任され、１０月５日から執務を始めておりま

す。今、２カ月たち、やっとなれてきたところです。早くなれて力が十分発揮できるよ

うにと思っております。 

   この間、教員の不祥事によりマスコミをにぎわせてしまったこと、町民の皆様、それ

からここにお見えの議員の皆さんに大変な御心配をかけましたこと、申しわけなく思っ

ております。済みませんでした。 

   これからも御指導、よろしくお願いいたします。 

〔教育長 小野伸之君 降壇〕 

○議長（大嶽 弘君） ここでお諮りします。 

   本日、三河湾ネットワーク株式会社より、議場内のテレビカメラによる撮影の申し出

がありました。これを許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（大嶽 弘君） 御異議なしと認めます。 

   よって、議場内のテレビカメラによる撮影を許可することに決定しました。 

   ここで、定例会招集に当たり、町長の挨拶を行います。 

   町長。 

〔町長 大須賀一誠君 登壇〕 

○町長（大須賀一誠君） 皆さん、おはようございます。 

   肌寒さも身にしみるようになりましたが、師走に入りまして何かと気ぜわしい昨今で
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ございます。 

   さて、本日、ここに平成２５年第４回幸田町議会定例会をお願いいたしましたところ、

議員の皆様方には公私とも大変お忙しい中、しかも早朝より出席をいただき、まことに

ありがとうございました。 

   議員各位におかれましては、町政発展、住民福祉の向上のために御尽力をいただいて

おります。また、行政運営の面においても御指導・御高配を賜っており、改めて敬意と

感謝を申し上げます。 

   さて、今定例会に提案させていただきます議案は、人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについての人事案件１件、幸田町税条例の一部改正についてを初めとする単

行議案７件、平成２５年度幸田町一般会計補正予算など補正予算関係２件、合わせて９

件でございます。 

   また、一般質問につきましては、９名の議員の皆様から通告をいただいておりますが、

いずれも今後の町政推進上、時宜を得た重要な質問ばかりでございますので、真摯に受

けとめて誠意を持って対応させていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

   ここで、４点御報告をさせていただきます。 

   １点目は、窃盗被疑者として深溝小学校教諭が逮捕された件についてでございます。 

   逮捕されたのは、幸田町立深溝小学校の教諭、新井浩介容疑者で、岡崎市のスポーツ

クラブで更衣室に置いてあったバッグから財布を盗んだとして２０日に窃盗の疑いで逮

捕されました。 

   教育委員会としては、保護者への説明会を開催するとともに、児童の心のケアも含め、

学校環境を整えるとともに再発防止に努めてまいりますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

   ２点目は、不審火についてであります。 

   町内で５月から発生いたしました不審火でありますが、年末を迎え心配されるところ

であります。 

   町といたしましては、不審火対策本部を中心とし、町や警察だけでなく、消防団や地

域の住民の皆さんの御協力をいただきながら、引き続き不審火発生の防止に努めてまい

りますので、よろしくお願いをいたします。 

   ３点目は、子どもの話でありますけれども、全国少年少女チャレンジ創造コンテスト

についてでございます。 

   東京都で開催されました本コンテストにおいて、幸田町少年少女発明クラブのメンバ

ー３人が銀メダルを獲得いたしました。課題のからくりパフォーマンス・カーで幸田町

の町村合併６０周年をアピールしながら、彦左衛門やえこたん、筆柿を使った山車に工

夫を凝らし、受賞いたしました。 

   この受賞は、ものづくりのまち幸田町に明るい話題を提供してくれるとともに、幸田

町のものづくりの将来にも明るい希望を与えてくれました。町といたしましては、少年

少女発明クラブ等を通じて、ますますものづくりに興味を持つ子どもたちを育ててまい

りたいというふうに考えておりますので、御協力をお願いいたします。 

   ４点目におきましては、配付資料でございます。 
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   去る１０月２８日、アイリス愛知で開催されました愛知県町村会定例総会の資料、ま

た１１月２０日、ＮＨＫホールにおいて開催されました全国町村長大会の資料を、本日、

お手元に配付させていただきましたので、ごらんいただきますようお願い申し上げます。 

   以上、開会に当たっての御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〔町長 大須賀一誠君 降壇〕 

○議長（大嶽 弘君） ただいまの出席議員は１６名であります。定足数に達しております

から、平成２５年第４回幸田町議会定例会は成立いたしました。 

   よって、これより開会いたします。 

                             開会 午前 ９時０８分 

○議長（大嶽 弘君） 地方自治法第１２１条の規定により議案説明のため出席を求めた理

事者は、お手元に配付のとおりですから、御了承願います。 

   ただいまから本日の会議を開きます。 

                             開議 午前 ９時０８分  

○議長（大嶽 弘君） 議事日程は、お手元に配付のとおりでありますから、御了承願いま

す。 

────────────────────────────── 

  日程第１ 

○議長（大嶽 弘君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

   会議規則第１２０条の規定により、本日の会議録署名議員を１５番 浅井武光君、１

番 中根秋男君の御両名を指名いたします。 

──────────────○─────────────── 

  日程第２ 

○議長（大嶽 弘君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

   お諮りいたします。 

   今期定例会の会期は、本日１２月２日から１２月２４日までの２３日間といたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（大嶽 弘君） 御異議なしと認めます。 

   よって、会期は本日１２月２日から１２月２４日までの２３日間と決定いたしました。 

   なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付の定例会会期日程表のとおり

でありますから、御了承願います。 

──────────────○─────────────── 

  日程第３ 

○議長（大嶽 弘君） 日程第３、諸報告を行います。 

   例月出納検査７月分、８月分、９月分、１０月分の４件と定期監査１件であります。

これは、お手元に配付のとおりですから、御了承願います。 

   次に、今回の定例会までに受理した請願及び陳情は、お手元に配付のとおり陳情５件

であります。これは、会議規則第９２条の規定により、陳情第３号から陳情第７号の５

件について、所管となります文教福祉委員会に付託いたします。 
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   次に、総務委員会、防災対策特別委員会及び総合開発特別委員会の閉会中の活動状況

は、お手元に配付のとおりですから、御了承願います。 

   以上をもって、諸報告を終わります。 

──────────────○─────────────── 

  日程第４ 

○議長（大嶽 弘君） 日程第４、諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについてを議題といたします。 

   朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 大須賀一誠君 登壇〕 

○町長（大須賀一誠君） それでは、議案書１ページをお開きいただきたいと思います。 

   諮問第１号でございます。 

   諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでございます。 

   人権擁護委員法第６条第３項の規定、選挙権を有する者の中から市町村議会の意見を

聞いて候補者を推薦するに基づきまして、議会の意見を求めるものでございます。 

   それでは、２ページ目をお開きいただきたいと思います。 

   今回、中根光子氏が平成２６年３月３１日をもって任期満了となるため、推薦を行う

ものであります。 

   中根光子氏は、幸田町大字横落字郷中７８番地、昭和２８年８月７日生まれ、６４歳

でございます。 

   中根光子氏は、引き続き２期目をお願いするものでありますが、平成１０年１２月か

ら平成２２年１１月までの１２年間にわたりましても民生児童委員を歴任されまして、

子どもに対して非常に教育熱心で、他の委員からの信望も厚く、現在も活躍されている

ところでございます。 

   人格識見は高く、民生委員・児童委員の経験から広く社会の実情に精通し、委員とし

て引き続き活躍されるものと期待し、お願いするものでございます。 

   議案関係資料につきましては、１ページから３ページでございますので、御参照いた

だきたいと思います。 

   以上、提案理由の説明とさせていただきます。御審議の上、よろしく可決・承認・御

同意賜りますようお願い申し上げます。よろしくお願いいたします。 

〔町長 大須賀一誠君 降壇〕 

○議長（大嶽 弘君） 提案理由の説明は終わりました。 

   これより質疑を行います。 

   質疑の方法は、会議規則第５５条及び第５６条の規定により、１議題につき１５分以

内とし、質疑の回数制限は行いませんので、よろしくお願いします。 

   理事者の答弁時間の制限はありませんが、議員の発言時間の制限に鑑み、簡明なる答

弁をお願いします。 

   諮問第１号について質疑を許します。 

   質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（大嶽 弘君） 質疑ないようですので、以上で、諮問第１号の質疑を打ち切ります。 

   これをもって、質疑を終結いたします。 

   ここで、委員会付託の省略についてお諮りいたします。 

   ただいま議題となっております議案を会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

への付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（大嶽 弘君） 御異議なしと認めます。 

   よって、ただいま議題となっております議案は、委員会への付託を省略することに決

定いたしました。 

   これより、討論に入ります。 

   まず、原案反対の方の発言を許します。 

   反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大嶽 弘君） 反対討論なしと認め、反対討論を打ち切ります。 

   次に、原案賛成の方の発言を許します。 

   賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（大嶽 弘君） 賛成討論なしと認め、賛成討論を打ち切ります。 

   これをもって、討論を終結いたします。 

   これより、採決いたします。 

   採決の方法は、起立により行います。 

   諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、原案どおり答申

するに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大嶽 弘君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、諮問第１号は、原案どおり答申されました。 

──────────────○─────────────── 

  日程第５ 

○議長（大嶽 弘君） 日程第５、第５４号議案から第６１号議案までの８件を一括議題と

いたします。 

   朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 大須賀一誠君 登壇〕 

○町長（大須賀一誠君） それでは、単行議案第５４号から第５９号議案までの６件につき

まして、提案理由の説明をさせていただきます。 

   議案書の３ページでございます。よろしくお願いいたします。 

   第５４号議案 幸田町税条例の一部改正についてでございます。 
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   提案理由につきましては、地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、必要がある

からでございます。 

   改正の主な概要につきましては、まず第４４条の２及び第４４条の５の一部改正は、

公的年金からの住民税特別徴収制度の見直しに係るもので、２点でございます。 

   まず１点目は、従前において、特別徴収の対象者が賦課期日である１月１日後に他市

町村へ転出した場合は、特別徴収を停止し、普通徴収へ切りかえることとなっておりま

したが、他市町村へ転出した場合でも、一定の要件のもと、当該年度中の特別徴収を継

続するものであります。 

   ２点目は、仮特別徴収税額の算定方式の見直しであります。 

   年間の公的年金からの特別徴収税額の平準化を図るため、４月・６月・８月に支払わ

れる公的年金から徴収する仮特別徴収税額を前年度分の公的年金に係る個人住民税の２

分の１に相当する額とするものであります。 

   なお、これら公的年金に関する改正は、平成２８年１０月１日からの適用となります。 

   続きまして、附則第７条の４、附則第１６条の３、附則第１９条及び第１９条の２の

一部改正につきましては、金融所得課税の一体化等の見直しであります。 

   利子や配当、譲渡益など、金融所得に係る課税の一体化を進める観点から、公社債等

及び株式等に係る所得に対する課税の方式を変更するとともに、金融商品に係る損益通

算範囲の拡充をするものでございます。 

   このことに係る主な改正内容は、次の２点でございます。 

   まず第１点目は、公社債等に対する賦課方式の変更であります。 

   平成２８年１月１日以後に支払いを受けた特定公社債等の利子所得等については、源

泉分離課税の対象から除外し、申告分離課税とし、公社債等の譲渡所得については、非

課税の対象から除外し、申告分離課税とするものであります。 

   ２点目といたしましては、上場株式等及び特定公社債等の譲渡等に係る損益通算範囲

の拡充であります。 

   上場株式等に係る譲渡損失及び配当所得の損益通算の特例の対象に特定公社債等の利

子所得等及び譲渡所得が追加され、これらの所得間並びに上場株式等の配当所得及び譲

渡所得等の損益通算が可能となります。 

   また、平成２８年１月１日以後に特定公社債等の譲渡により生じた損失金額につきま

しては、最大で翌年以後３年間にわたり特定公社債の利子所得等及び譲渡所得並びに上

場株式等の配当所得及び譲渡所得等からの繰越控除を可能とするものでございます。 

   なお、上場株式等の配当所得は、申告分離課税を選択したものに限り損益通算が可能

となります。 

   これら金融所得課税に関する改正は、平成２９年１月１日から施行し、平成２９年度

以降の町民税に適用するものでございます。 

   議案関係資料は、４ページから１９ページでございますので、御参照いただきたいと

存じます。 

   続きまして、議案書７ページをお願いいたします。 

   第５５号議案 幸田町火災予防条例の一部改正についてでございます。 
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   提案理由につきましては、消防法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、必要が

あるからでございます。 

   ８ページをお願いいたします。 

   改正の概要につきましては、提案理由で申し上げた政令により、消防法施行令の一部

が改正となりました。 

   ９ページの１２行目の幸田町火災予防条例第２９条の４第４項において、引用してい

る消防法施行令の条項がずれましたので、これに合わせるものであります。したがいま

して、内容が変わるものではございません。 

   その他、条文全体において、常用漢字表の表記及び法制執務上の表記に改める字句等

の整理を行うものであります。 

   施行日につきましては、平成２６年４月１日からでございます。 

   議案関係資料につきましては、２０ページから４９ページでございますので、御参照

いただきたいと思います。 

   続きまして、議案書１１ページをお願いいたします。 

   第５６号議案 幸田町国民健康保険税条例の一部改正についてでございます。 

   提案理由につきましては、地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、必要がある

からでございます。 

   １２ページをごらんいただきたいと存じます。 

   改正の主な概要につきましては、地方税法の一部改正に伴い、金融所得課税の一体化

等の見直しに伴う国民健康保険税の課税の特例規定の整理を行うものであります。 

   附則第３項は、上場株式等に係る配当所得等の分離課税について、特定公社債の利子

が対象に追加されることによる整備をし、附則第６項及び第７項では、株式等に係る譲

渡所得の分離課税が一般株式等及び上場株式等に係る譲渡所得等に区分されることに伴

う整備を行うものでございます。 

   また、附則第１１項では、条約適用配当等に係る分離課税について、特定公社債の利

子等が追加されることによる整備を行うものであります。 

   施行期日につきましては、平成２９年１月１日であります。 

   なお、適用につきましては、平成２９年度以後の年度分の国民健康保険税について適

用し、平成２８年度分までの国民健康保険税については、従前の例により適用するもの

であります。 

   議案関係資料は、４８ページから５２ページでございますので、御参照いただきたい

と存じます。 

   続きまして、議案書の１３ページをお開きいただきたいと思います。 

   第５７号議案 幸田町営住宅条例の一部改正についてであります。 

   提案理由は、延滞金の見直しに伴い、必要があるからであります。 

   改正の主な概要につきましては、家賃滞納による延滞金を町税の取り扱いと同様とす

るものでございます。 

   具体的には、附則第８項を追加し、延滞金の割合につきましては、地方税に係る延滞

金の利率が引き下げられたことに鑑み、各年の特例基準割合が年７.３％の割合に満た
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ない場合には、その年中において、年１４.６％の割合にあっては、当該特例基準割合

適用年における特例基準割合に年７.３％の割合を加算した割合とし、年７.３％の割合

にあっては、当該特例基準割合適用年における特例基準割合に年１％の割合を加算した

割合とするもので、いずれも町税の取り扱いと同様とするものでございます。 

   その他、字句の整理をするものでございます。 

   施行期日は、平成２６年１月１日からでございます。 

   議案関係資料は、５３ページから５９ページでありますので、御参照いただきたいと

思います。 

   続きまして、議案書１７ページをお願いをいたします。 

   第５８号議案 土地の処分について（特別養護老人ホームつつじヶ丘用地）でありま

す。 

   提案理由につきましては、特別養護老人ホームつつじヶ丘用地を処分することに伴い、

必要があるからでございます。 

   当用地につきましては、平成１５年度に特別養護老人ホームつつじヶ丘を整備するに

当たり、福祉施設整備推進の必要性から、建設用地の取得を町が行い、平成１５年７月

１日付で社会福祉法人寿幸会と交わした使用貸借契約書により使用している土地であり

ます。 

   今回の土地の処分については、この法人と同日付で締結した覚書による賃貸契約締結

後１０年をめどとして有償譲渡の申し出をするとした定めに基づき、法人からの申し出

より用地の売り払いをするものでございます。 

   １８ページをごらんいただきたいと思います。 

   売り払いする土地の所在、地目、地積は、額田郡幸田町大字坂崎字七曲り１番２、山

林４９２平方メートルを始め７筆で、合計登記面積は１万４,４８６平方メートルであ

りますが、売り払い面積は実測面積の１万３,３４４.７９平方メートルでございます。 

   売り払い価格は、覚書に定められている譲渡金額に譲渡時までの金利相当分を加えた

４,６１８万１,２３３円で、売り払いの方法は、随意契約。契約の相手方は、つつじヶ

丘の設備運営主体であります額田郡幸田町大字坂崎字七曲り１番地２、社会福祉法人寿

幸会理事長 佐野博であります。 

   契約関係資料は、６０ページから６４ページでありますので、御参照いただきたいと

思います。 

   続きまして、議案書の１９ページをお願いいたします。 

   第５９号議案 指定管理者の指定についてでございます。 

   提案理由といたしましては、幸田町地域振興施設「道の駅筆柿の里・幸田」の管理代

行を指定管理者に行わせることに伴い、必要があるからでございます。 

   なお、本施設は、平成２１年４月４日から平成２６年３月３１日までの指定期間とし

て、指定管理者である合同会社筆柿の里・幸田に管理運営を委託しているもので、第２

期目の指定管理者の指定を行うものであります。 

   ２０ページをごらんいただきたいと思います。 

   公の施設の名称は、幸田町地域振興施設「道の駅筆柿の里・幸田」でございます。 
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   施設団体の名称は、合同会社筆柿の里・幸田、指定する団体の所在地は、額田郡幸田

町大字須美字東山１７番地の５、指定の期間は、平成２６年４月１日から平成３１年３

月３１日までの５年間でございます。 

   議案関係資料は、６５ページから６６ページでありますので、御参照いただきますよ

うお願いいたします。 

   それでは、続きまして補正予算について説明をさせていただきます。 

   別冊となっております補正予算書をごらんいただきたいと存じます。 

   初めに、第６０号議案 平成２５年度幸田町一般会計補正予算（第４号）につきまし

て、補正予算書１ページをお開きいただきたいと思います。 

   第１条、歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出それぞれ１,９６０万５,０００

円を追加いたしまして、歳入歳出の予算総額を歳入歳出それぞれ１２５億１,４９３万

９,０００円とするものであります。 

   次に、４ページをごらんいただきたいと存じます。 

   第２条の繰越明許費につきましては、第２表のとおり、子育て支援システム導入事業

において１,５１２万円をお願いするものでございます。 

   それでは、主な補正内容について説明をさせていただきます。 

   まず、歳入につきましては、補正予算説明書の８ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

   ５５款国庫支出金につきましては、県支出金への組み替えによる子育て支援交付金を

減額し、６０款県支出金につきましては、子育て支援対策基金事業費補助金において組

み替え分と新規事業分を追加をいたしました。 

   ７０款繰入金につきましては、財政調整基金繰入金の追加で全体の調整をいたしまし

た。 

   引き続きまして、歳出について説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書１０ページでございます。ごらんいただきたいと存じます。 

   まず、各款にわたりまして人件費の補正をお願いしておりますが、内容といたしまし

ては、人事異動等に伴うものが主なものとなっております。 

   １５款総務費では、防犯活動推進事業におきまして、防犯カメラの設置工事費を追加

し、合併６０周年記念事業におきましては、幸田町の子どもの歌制作委託料を新規計上

するものでございます。 

   ２０款民生費では、福祉医療事業におきましては、保険医療課の非常勤職員の賃金を

追加するものでございます。 

   １２ページをお願いいたします。 

   老人福祉施設管理運営事業におきましては、老人憩の家修繕工事負担金を追加し、児

童福祉総務一般事業におきましては、子育て支援システム導入委託料を新規計上するも

のでございます。 

   次に、４ページをお願いいたします。 

   第２表、繰越明許費でありますが、子育て支援システム導入委託料１,５１２万円を

お願いするものでありますが、県の補助事業の対象条件として、平成２５年度中の契約



- 11 -

が必須条件となるため、繰越明許費で措置するものであります。 

   なお、システム構築の完了は、平成２７年３月を予定するものでございます。 

   続きまして、第６１号議案 平成２５年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第２

号）についてでございます。 

   補正予算書１９ページをごらんいただきたいと思いますが、歳入歳出それぞれ２８１

万７,０００円を追加し、歳入歳出の予算総額を歳入歳出それぞれ１４億１,１２６万９,

０００円とするものでございます。 

   補正予算関係資料は、２６ページでございます。よろしくお願いいたします。 

   歳入につきましては、県支出金におきまして負担金の交付決定を受け、介護給付費負

担金を追加するものであります。 

   歳出につきましては、補正予算説明書２８ページをごらんいただきたいと思います。 

   保険給付費におきまして、事業費精査による居宅介護住宅改修費給付費と、介護予防

住宅改修費給付費及び審査支払手数料を追加し、上半期の実績から精査し、地域密着型

介護予防サービス等給付費を減額するものでございます。 

   以上、平成２５年第４回幸田町議会定例会に提案いたしました単行議案６件、補正予

算２件につきまして、提案理由の説明をさせていただきました。御審議の上、全議案可

決・承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

〔町長 大須賀一誠君 降壇〕 

○議長（大嶽 弘君） 提案理由の説明は終わりました。 

   質疑をされる方は、本日午後５時までに議案質疑通告書を事務局まで提出をお願いい

たします。 

   以上をもって、本日の日程は終わりました。 

   次回は、１２月４日水曜日午前９時から開きますので、よろしくお願いいたします。 

   ここで、１点御連絡を申し上げます。 

   議会広報特別委員会を本日１０時から第１委員会室にて開催します。委員の方は、御

出席をお願いいたします。 

   以上であります。 

   これにて、散会といたします。 

   御苦労さまでした。 

                             散会 午前 ９時３７分 
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